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第21回｢難病患者･障害者と家族の全道集会inあさひかわ｣参加報告

朗北海道難病連稚内支部長　山口　清光･･-･････-･･.････-･････.････.. 3

r難病患者･障害者と家族の全道集会i nあさひかわ｣に参加して

豊富町役場保健婦　伊藤　真由美　--------.-----.-..... 6

明日を夢みて　-佐々木　千患-

｢重症筋無力症の現状と展望について｣を聴講して････.･-･････････ 1 1

-野滞　厚子一

交流の大切さを改めて痛感　一志質　実一･-･･--･---･･----　13

明るい萌しが見えつつあるバージヤー病　一0･F- ･････････-･･1 15

素晴らしいトークショーに感激　一渡部　美栄子一･･-･････--･･･ 16

支部ニュース

この会報は､志和良子さん(稚内市声間)のご寄付により購入した用

紙を使用しております｡溢かいご援助を賜り心から感謝申し上げます｡
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第21回｢難病患者･障害者と家族の

全道集会inあさひかわ｣参加報告
___一一一一1--------------lI1--------Ir~~~====================1-=a--I------I-

柳北海道難病連稚内支部

支部長　　山口　清光

(稚内市在住)

食道集会参加のため､難病連手配の北都ハイヤ-のジャンボタクシーで

南稚内駅前を出発したのがー7月30日の朝8時少し前でした｡途中､豊

富町より伊藤保健婦さん他3名の会員が乗車､稚内からは私と付き添いの

家内､会員8flで音威子府まで直行し､駅前で旭川支部員1名が同乗して

一一路旭川へ向かった｡

●　　途lt.の比布町で毎食を取りましたが､車から出るにもジリジリと暑いた

めに車内で冷房を利かせて食後､旭川へと向かい､分科会出席のため｢旭

川ときわ市民ホ･-ル｣で1名が下車し､その他は会場の｢旭川グランドホ

テル｣の分科会に出席しました｡

｢脊髄小脳変性症｣の患者は稚内支部からは払--人なので､その内容を

簡単にお知らせ致します｡

会場は2階のr孔雀北の間｣で､講師は私の知っている北大神娃内科の
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仏JI未発lttT先生でした.題意はr脊髄小脳蛮性柾の療養とH常生揃につい

て｣で､これは友の会の機関誌に掲載されるようですo

約40/iiが車軽になって､医師への質問や臼Ll紹介で終わりましたが､

札幌市IJ:liで26歳(現在30歳)の時にこの病気になり､昨年中将f-で

'人でLヶ月間アメリカ旅行をして来た方から､英会話もこの病気になっ

てから始め､何歳になってもチャレンジすることを忘れるなと励まされま

した｡

IIJ会者からはr先生はこの病気についてはH本よりも外剛こその名を知

られているが､日本政府の研究費が少ないので､その,L.ミミを考えて応援して

卜さい｣との言葉で分科会は終わりました｡

1 8時からは三浦夫妻のトークショーが始まりましたがー指定されたテー

ブルが三浦夫妻のすぐ前で講演が終わって帰る暗､あの車椅fLの岩年が壇

i-.に這い上がり､ L言語障害のLlで三浦夫妻の手を取って｢有難うございま

した｣と言った光景は､本当に汝なくしては見ていられませんでした0

31日は午前9時から12時30分まで全体集会でー北海道発病連代表

用事の三森礼f様､北海道知事(代読) ､旭川支部長で現地実行委員長の

恩凹武美様に続いて政界の代議上による挨拶が行われたo

その後､患者･家族の訴えで北海道潰痴仲人腸炎･クロ-ン病友の会

(北海通日3D)沼汚点彰様の｢私とクローン病との囲い｣ ､全国心臓病

者友の会の寺崎千虚子様のr難病そして心臓病と共に生かされている払｣

というそれぞれの題意で体験発表が行われた｡

続いて､惇生省の相当者による公衆衛生審議会成人病難病対策部会難病

対策専門委員会中間報告の概要についての説明がありましたが､私達には

難しくてよく解りませんでした｡本当は詳しくお知らせしなければならな
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いのですがー　誠に申し訳ありません｡

難病連事務局長の伊藤たてお様からの基調報告では､国会前の座り込み

等で反対した｢改悪健保険法｣が10月から実施されることになり､反対

は失敗したとの発言がありました｡また､厚生省から371も見えているの

で､食道各地から500名近く集まった皆様の熱意を帰京後､惇lil.省に伝

わるものと確伝しますという言責で締めくくられました｡

総理の村山さんは｢人にやさしい政治｣と言っておられますが､私達難

●病患者.障害名のことも忘れないで下さい｡私は全通集会に4弼参加して

いますが､どの代議とも人同小異で､私達難病患者･障害者が飛び上がっ

て喜ぶニュースが欲しいと思います｡

車持仁で･人でアメリカ旅行して来た百年が言っていましたが､今tlの

アメリカで難病･障害者に親切なのは､難病･障害者白身が運動してこれ

までにしたそうです｡ですから､私達もみんなで助け合って頑張りましょ

う｡

全体集会が終わって､旭川グランドホテルから難病遵手配の七別ハイヤー-

のジャンボタクシ-で柑路につきましたが､旭川支部の皆様､暑い中の長

い間の準備は大変だったことと思います｡本当にこL.Ii労様と請わせていた

●たくと同時に､誌面を借りて心より厚くお礼申し上こげますo

巌後になりまして大変申し訳ありませんが､曽富町役場の皆様､稚内支

部に対しましては､常l=負より深いこ埋解とご協))を賜りまして誠に11硝

く厚くお礼申し上げます｡また､この度の全逓集会に保健婦の伊藤様をボ

ランティア参加させてドさいまして､本当に有難うございました｡皆様の

ごみほで食道集会に参加できたことを心から嬉しく思います｡本I-L'7Lこ有難

うごさいました｡
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｢難病患者･障害者と家族の全道集

会i nあさひかわ｣に参加して

豊富町役喝保健婦

伊藤　員由美
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例年､札幌市で行われていた難病連の全道集会ですが､今年は旭川市で

開催されると聞いて心を動かされていたところ､折よく稚内支部の方Jzか

らお誘いを受けて同行させていただきました｡

当日は大儀にも患まれ(すぎて暑かった)､貸し切りジャンボタクシー　●

にて　一行は､旭川へと無事到着しました｡

ここで先ず最初に私が驚いたことは､会場の立派さとボランティアの方

々の多きでした｡特にボランティアの方々は､旭川医大や旭川高等看護学

校などの学′tI-さん達約100名が会場所狭しと車イスを押したり､爽やか

な笑顔で大福推していました｡

第1円臼の午後6時からは三浦光世･綾子夫妻によるトークショーを聞
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き､自らもたくさんの病気と闘い､現在はパーキンソン氏栃という難病と

闘っている妻と､それを支える夫の自然な姿に深く感動しました｡

また､お話しの中で二三滴綾子さんは｢ -寸先は闇とよくlIiいますが､閤

ではなく､一･寸先は光という気持ちで頑張りましょう｣と話されていまし

たが､治療が確立されずに不安な毎日を過ごされている患者さん連には､

何よりも励みLてなる言葉であっただろうと思われました0

2日日には患者さん自身の体験発表があり､長い間､頑張り続けている

経過をお聞きしました｡多分ー　この会場に来られたJi々は皆さんが同じよ

うにやく､苦しい体験をされ､今も囲い続けているのだと思いますが､誰

もがしっかりと前向きで､明るい笑顔で参加され､本当に患者さんなのだ

ろうかと思ってしまうほどでした｡

こうして臼),)の病気を受け止め､集会に参加されるまでには多くのこと

を果り越えて凍られたのだと思います｡そして､患者さんや家族にとって

しっかりとした患者組織があることは､とても心強いことだと思います.

●　　聞くところによると､都道府県レベルでこれほど大きな集会を行ってい

る所は他にないそうでー改めて難病連という患者組織の大きさを感じる集

会でした｡

-7-



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆一一◆◆◆◆◆◆⇔◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

明日を夢みて

日本リウマチ友の会北海道支部

佐　々　末　　千　慮

(豊富町在住) ●

◆◆◆◆◆◆◆⇔⇔◆◆◆一一◆-◆◆◆◆-⇔◆◆⇔◆◆◆◆◆◆◆◆

平成6年6月16日､難病連稚内支部の事頗局長さんと志賀きんが突然､

訪ねて来られました｡

r度､その日は朝から忙しく､午後から外出して帰ったところに来られ

たので嬉しいやら､恥ずかしいやらで少し戸惑いました｡

事務局長の菊さんは､島朋広FさんのF白けないて患者学』という本を

持って来てくれたので､しっかり読まなければと思いました.

私は今から2ケ月位前に階段から滑り落ちて､左ふ'_の岬を反るような形●

て5 1kgの体重を思い切りかけてしまいました｡

下こう段から落ちる瞬間､右股関節人T一合置換術を受けておr)ますから､

無意識の内に庇-,ていたのです｡両手には物を持-'ていましたからなおの

こと､ JT:_足にfi租をかけてしまいましたo

その日の夕方には見る見る内に足の甲が腫れ､卜がりマリのようになっ

て1皿Rも足を動かすことが出来ませんでした｡その時､臼分の命もこれま

でかなという思いがよきりました.

1一一一I.Ti　--I



i･･.人には｢2､二川もしたら良くなると思うから､明Llのお弁当はtTL川

さんからB･って1-1ってよ｣とは言ったものの､リウマチのために両足行も

弱くて力が入らず､少し歩くたけでも足の甲が苦しくなるのに､そのし､

こんなにも思い切r)痛め付けてしまったのだから無理からぬことでしたo

次'J)臼､湿布薬を粘りまく-'て病院へ4Jきましたか､常には果常がない

ということで手当てらしいこともなく､湿布秦をたくさん†糾､て来たので

●　足の恵まで粘りまくりました｡

足の裏はUtHrHhして赤.t,tl-;く､ 2､ 3 Elしても{IIてませんでしたoその内､

少しづつ足がつけるようにはなりましたが､一歩づつ歩く度に膝に負担が

かかり､膝が徐々に固くなって膝や膝の内側も曲げ延ばしか:ち-痛で､椅子

に掛たりー離れたりする0)に時間がかか')ました｡そして､痛みが左膝-

右膝というように左ィ..対称作もリウマチの特徴で､こうした状態を繰り返

して関節が陛れてしまいました｡

リウマチのために変形して握力のない手､足首から甲にかけては骨と常

との隙間もなく､その上､膝まで悪くしてしまったので､気持ちがかなり

濡ち込んでしまいました｡そんな暗に本を頂いたので1ページ､ 1ページ

が心に染みるように感じながら読ませていただきました｡

●　島和子さんは9歳の暗にリウマチになり､本人のショック､家族の励

ましや努力t jI;子さん自身の学ft=_′仁浦とリウマチと共に生きて釆たこと､

また激痛と臥､ながら悩み､苦しみを重ねて得た知識∴そして-現在-リ

ゥマチ友の会の理事長として頑報っていること等が書かれてありました｡

それは本当に素晴らしく一頭が下がる思いでした｡

リウマチという病気は昔からある病気でー歴史は占いのに未だに原因が

判らず､完全な治療法がありません｡また､リウマチには急性多発性リウ

マチと慢性関節リウマチなど幾つかの種類があって､私の場糾ま後者で女
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性に多く､進行する場合は痛みと激痛を揺り返します｡

痛み止めはあるのですが､それなりに副作用があって_　そのことが心の

負担で心身共に落ち込み､苦しみます｡でも､生きて行くためには落ち込

んでばかりもいられませんから､楽しみを兄いだそうと考えます｡

私は思い切って､末期のガンに置き換えてみました.末期のガン患者は

あと何ヶ月､何年と死の宣告を受けます｡そうなれば夫や子供と別れ､親

しい人とも別れることになります｡したい事もあるでしょうし､心残りで

淋しいことです｡

その点､リウマチはそんなに命のことを考えずにすみますが､色々と考

えていくと､リウマチになって良かったとは決して思わないけれど､主人

を大切にし､ 7･供にも感謝して､たくさんの人と親しくしてと､夢がわい

て来ます｡

話しは変わりますが､去る7F寸30日､ 31t]と旭川市で開催された

r難病患者･障害者と家族の全道集会i n旭川｣に行って釆ました｡会場

や宿泊場所となった旭川グランドホテルは新しくてとても素晴らしく､大

勢の仲間達と1泊2日を過ごして心が洗われました｡

歓迎レセプションには三浦綾子さん夫妻も出席され､トークショーの中

で三浦綾+さんが言われた｢一寸先は闇｣ではなく　r一寸先は光｣という

言葉が強く印蒙に残りました｡それを心の糧として､これからの長い人生

(良くないかもしれませんが･･･)を過こしてrlきたいと思います｡

リウマチの場合､長く生きればそれたけ間接の悪い所が多くなっていき

ますがーせめて心たけでも明るく､楽しく､過ごして行ければと願わずに

はいられません.これからも仲間と共に明Elを夢みて頑鋸りたいと思いま

す｡
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co(氾0〇CDO〇ODOつ000DCOO〇00-(pODO〇(氾0〇(氾0〇(氾CX)COOOOOO〇(刀0〇00COODCO(刀

ーMG分科会.医療講演会-

『重症茄無力症の現状と展望につい

て』を聴講して

全国筋無力症友の会北海道支部

野　滞　　惇　f一

(稚内市在作)

ooco∝10〇m00ODCO(刀(沿00CO∞(刀(刀0〇COtカの0000∝IOPOOO〇m∞OD(p00mCO∝I

去る7月30u(｣･_) ･31日川)の2日間､第21回r難病患者･

障害名と,i族の全道集会｣が､ 1 1年ぶりに旭川巾で潤催されたo

初日は牛後2時から旭川のグランドホテル､ときわ市民ホ-ル､勤労者

福祉会館の3会場で朗北海道難病連に加盟する疾柄別団体の分科会かf-iわ

れー私は初めて重症茄無)J症(MG)の医療講演会を聴講した｡

この日は全国的な猛暑の申､旭川も御多分に洩れず厳しい猛暑､という

よりは涼しい所に住む軌にとっては｢酷宴｣にも近い音さで､旭川勤労石

●　福祉会館2F小会議やCで行われた医療講演会は､まさに汗だくの聴講と
なった.

JJJ村会の医療講演会には食道各地から一一般の人も含めて2 7名が参加し

男女比は女作に多い病気ということもあ-'てか圧倒的に女作が多く､ I]与件

の参加者は僅か数人たけだ-'た｡またー年齢層は中年以降の参jllr者が殆ど

だったように見受けられた｡

旭川駄科大学病院前川料･怠鞍修先′t:.の講演はスライドを使用して41

ゎれ､前半はMGという病気の総体的な説明で､後半以降はかなり専門的

なけl'/tfとなった0
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講演の中で特に興味を引かれたのは､巌も最新の治療法と言われている

｢免疫グロブリン療法｣と､ T細胞抗原レセプターに関するものだった｡

というのは､免疫グロブリン療法に関しては予備知識程度のものしかなか--)

たし､またT細胞抗原レセプターについては未知との遭遇だったからであ

る｡

MGO)治療法は胸腺療法､ MG治療の基本薬である抗コリンエステラー

ゼ剤やiIl腎皮質ステロイドホルモンを主とする免疫抑制剤等による薬物療

法､血装交換療法等があるが､巌漸の治療法と吉われる免疫グロプF)ン療

∴ ∴:i.::li∴ -:.I:.,{,こ'1 -こて'.': {-: l=lr∴工.二言,L:!∴ ''::TTJ'.:. I: ●

いる｡しかし､この薬物は保険適用外でかなり高価であるため､使用する

場合は月末に3日間､月初めに3日間というような形になるという説明だっ

た｡

そのため現在はこの薬物による治療例は少なくて､一般的なものになる

には色々とクリアしなければならない問題があるようである｡

もう1つ興味を引いた｢T細胞抗原レセプター｣ (T c R)というのは､

T細胞は胸腺由来､ B細胞は脊髄由来で､ T細胞には10の1 5乗という

気の遠くなるような種類の受容体(レセプター)があり､ MGのT細胞認

識領域は諸説があるが､ヒトACh 氏 (アセチルコリン受容体)のαユニッ

トにあるらしいということだった｡

MGは神経筋接命部の後膜のひだが単純化し､そこに存在するアセチル

コリン受容体(AChR)に対する免疫障害が-もf=る病態と推定されてい　●

るが､今回の医療講演会を聴講してMGO)原因究明､治療法の群立はそう

遠いことではないという印象を破く受けた｡

私は平成2年7月にMGと診断されて以来､入院と通院を繰り返しなが

ら治療を続けているが､病状は不安定な状況で3度臼の入院となった｡し

かしー　何時か必ず難病は克服できるという確信を､今回の医療講演会で得

たような気がする｡

私は近い将来その日が来ることを期待して治療に専念し一　日分の未来を

積極的に切り拓いて行きたいと思っている｡
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

交流の大切さを改めて痛感

● 北海道後縦靭帯骨化症友の会

志　賀　　実

(豊富町在住)

*********************************

この度､初めて全道集会に参加し･その規模の大きさに感動致しました｡

この2日間にわたる集会の中で＼私が感じたことを2､ :3吉いてみたいと

●　思います｡
先ず感心させられたことは､若いボランティアの方々の拍動ぶりですo

到着と同時に出迎えを受けて案内され､親身で絶え間ない笑顔と優しさを

以てお世話していただいたことで､お若い子~i動1)と手際の良さ､行き届い

た対応に心温まり､頭の卜がる思いがしました｡

2時からの分科会では旭川医大の宮武泰正先IEが担当で､スライドによ

る講演をされました.

肖威光′L=.は私が手術した当時の先生で､同じ時季に入院されていた患藷

-　L　3-



も参加しておr)ましたのでーその当時を詰りか､ながら有意義に講演を聞

かせていただきました｡

夜には三浦光汁t･禎[-さんの卜-クショーを尉き､ Ej.郡さんの献身的介

護､介助に支えられ＼これに応えてイ二日由な身体に鞭打ち｢一寸先は光一

と熱演される資を見て→忍わず排頚が熱くなるのを感じると同時に､私通

もまだまだ頑煽らなければと虫気づけちれました.

翌日の全休集会には童話作家の加藤発句=.の講演､患者の体験発長など数

多く､大変勉磯になりました｡

往復のハスの巾では途中一打成子桁から乗車して余弦した方も含めて和

気あいあいと歓談､とても菜しい参加となり､交淀の大切さを攻めて痛感

致しました｡

また-来年も参加できるよう希望と期待をもって頑頻って参りたいと思

います｡

最後になりましたが､当日集会に同行参加して色々とお世話をしてくだ

さいました伊藤保健婦さん､本当に有難うございました｡

- 1 4-
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◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

明るい萌しが見えつつあるがザヤー病

●

北海道バージヤ-病友の会

0 .ド

(提言町在作)

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎㊥◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

ハけジャ-病部会では名寄市立絶命病院長の久保H宏先生を講師に迎え､

r血管の柄気あれこれ｣と腰しての医療講演会が行われ､近い将来明るい

萌しが見えつつあるとの内容で､患者一･剛ま希望を新たにし､和気あいあ

いの中で親交を深めました.

● .∴-I_　_　二m　∴-. ~

気づけられました｡

削]の全体集会では､豪詔作家の加藤多･先生による｢心の原野を流れ

る川｣と趣する記念講演も行われー人間が本来持ち合わせているはずの心

の軸もりを呼び起こしてくれるような溢かいお話しでした｡

また､来賓の方々のスピーチもとてもユ-モラスがあって､私にとって

は研修も漉ねた有意義な2u間でした0
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▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

素晴らしいトークショーに感激

北海道橋本病友の会

渡部　美栄子

(稚内市在住)

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

難病に関しての集会は初めての参加で､一人ではちょっぴり不安もあり

ましたが､ ｢自分の病気の正しい知識を得たい｣ ｢直マに専門医の講演が

聞きたい｣と常日頃から考えておりましたので､ 1日日の分科会と歓迎レ

セプション参加の申し込みをしました｡

7月30u朝､ 7時50分稚内発｡当日は大変良い天候に虚まれ､旭川

に近づくほどに気涼も上昇し､途中の休憩タイムに車から降りてはみるが､

あまりの暑さに車に後放りするほどでした.

5時間余りの車中では稚内支部の方々とは初対由にもかかわらず､菜し

い会話の中に入れて頂き､難病に負けずに明るく輝いている皆さんの笑顔

と栄に感心致しました.会場の旭川グランドホテルの栄華さに宜きながら､

-1 6-



私は′i-･後2時から開催される橋本病溶合の会場へo

橋本病友の会Jz良､池川連結会代鹿の挨拶に続きrF-速､勤雛協札断じ区

病院副院長の員尾秦生先′t･-によるr楕本病の診断と治療について｣スライ

ドを使用してとても具体的に解説され､欲蟻りな私はスライドをt]で追い

ながら､暗闘の中でメモを取るのに四苦八苦しました｡また､参加者から

の質問(13開位)にも掛かに答えられ､あっと言う問に時間が適ぎたよ

うな思いでした｡

受診の折の数分関の医師との対話からはとても得られない沢山0)買重な

ぉ詔を伺うことが出来､はるばると稚内から出かけて来て本当に良かった

と思いました｡

夜のレセプシ‡1ンにおける三浦夫妻のトークショーは､今回参加しよう

と思った目的の一つでしたので､とても楽しみでした｡スポットライトに

浮かんだ綾子夫人の弱々しい身体と後ろで何気なく支えているご主人の姿

に夫婦の愛の深さが感じられ､思わず目頭が無くなったり､ポッT)ポッリ

と語る言葉の端々にユーモラスと親しみが感じられ､とても印象的でしたo

●　　7T130日は色々な人との出逢いがあり､医療講演にも満足し､素晴ら

しいトークショーに感激したとても実り多い一日でした｡

最後になりましたが､稚内支部の皆さんには色JJとお世話になり本当に

有難うございました｡今後も体調に留意され､お元気にお過ごし下さい｡
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※※※※※糞 ※※※※※

★ ｢第21回全道集会イン旭川大会｣

よる7月30日(ヒ) 131日(Fl)の2日間､旭川グランドホテル他

の会場で行われた今年の全道集会は､総勢1 1 00名にも及ぶ難病辿史上

2番目の参加者となった盛大な集会でした｡

初日午後からの各分科会､夜の歓迎レセプションに先蒲って行われた三

浦光世･綾子ご夫妻による特別講演は､短い時間ながらも色々な病気と闘っ

て来られた体験から切々と訴えた｢一寸先は闇｣ではなく､ ｢一寸先は光｣

でありたいとの言葉は私達難病患者､ '#族にとって品人の励ましの.-i.･糞だ

と思いました｡

この上合には稚内支部より会員他1 5名の参加者があり､初めての参加

F1-のLiH二は感激の余り涙ぐむ人もいて､来年もぜひ全道集会に参加(/て食

道各地の患者､家族の皆さんと交流を持ちたいとの話しが多く､女lWとし

- I 8--
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ましてもこれを一･つの程にして会員の皆さんに明るく､荷t･I"_の持てる削]

を目指して踊病性油を送ってほしいと切に願っております｡

全道集会の成功の瀬は､何と言っても旭Jtは誰の皆さんの強力なチーム

rトークです.旭川支部の皆さん､ボランティアの皆さん､本当に有難うご

ざいましたo心より感謝申し卜げます｡

● ★｢第11回ふれあい広場94｣
-福祉豊かな　心豊かな街づくり''をスローガンに｢第1 lt,ii稚内ふれ

ぁい広場｣が､去る9月二川(上) ･4日(日)の南口開催され､稚内支

部でも今年初めてフリーマーケットに参加しました｡

- 1 9-



稚内両社協二iミ催の同広場は今年で1 1桝tトを迎え､当[は2000名の

市民の人出かあって最高の盛り上がりを見せました,.

'E'指導型の種々イベントが多い中で､稚内市社協では社協が中心となっ

て民間主導という手作りのものに重点を置き､福祉社会の実現に向けての

様々な地域に椴づいた福祉活動を続けている｡そして､この心豊かな街づ

くりを願う推進体制が､住民の共感を呼んでいる｡

稚内支部でも今年初めて会員の皆さんにご協力いただいて助け合いの気　●

持ちを高め-ふれあいとリサ{クルという･右二鳥のイベントに参加し､

物余りのi世の中にあって1;用品?が少しでも役に､LLてばと考えてフリーマー

ケットを実施しましたが､この企画は初めてながら成功裡に終わることが

LH来ました.支部役員の皆さん､ 2t日間本当にご苦労様でした｡

摘宗谷地区悪議会開催(予定日こついてのお願い

今年2月16日(求)に初の南宗谷地区怒議会を開催した結果､多くの

参加者がありました｡

稚内支部が発足して早1年を迎えようとしていますが､今年の支部事業

計画の-lr)でもある南宗谷患者､家族の集いを実施したいと考えておりま

す｡

開催時期につきましては10月中旬頃を予定していますが､開催場所は

今のところ未定です｡南宗芥地区の患者､家族の皆さん､どうぞ希望をお

園かせ下さい｡各町役場の保健婦さん割こご連給下されば幸いです｡

事務局としましても稚内保健所､道難病連と連絡を密に取り合って､実

施に向けて努力していく考えでおりますので､どのような催し物にして欲

しいか等､是非ご意見をお寄せ下さい｡
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お申込みは 北海道難病連または､部会･支部へ
( 2分の1ガ都会(涙溺別患者会)や支払の収入になります)

ご入会は札幌市中宍区南4条西10丁目
北海道難病センターT E LOっI

一一一'1 I -

-512-3233



≫≫≫≫≫>≫≫≫≫≫≫　編集手鼻喜己　≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫

健康保険法の改正で､ 10月1日より入院給食費の自己負担が始まるが､
これに先立って道では重度身障者､母子家庭､乳幼児に行っている医療給

付の対象を拡大し､身障者は3扱(那-ll ･ 2級)内部障害まで､母子家

庭の子供は20歳未済(同18歳未済)まで､乳幼児は歯科をも対象とし

通院年齢を1歳児まで(現在歯科は対象外､通院は0歳児のみ)とするこ

とを決めた｡

国の法改正施行は10月1日だが､道は入院給食費の公費負担打ち切り､

制度拡充を来年1月1日から同時実施したいとの意向｡また､ 65歳～6

9歳を対象とする道の老人医療給付も､入院給食費の負担打ち切りは来年
1月1日からとしている｡

入院給食費の自己負担は､ ｢家でも病院でも食事はする｣ ｢入院患者と

在宅などとの負担が不公平｣という理屈で強行されたが､同じようなr負

担の不公平J論で､入院給食負担や健康保険本人2割負担とともに薬刺

(ビタミン剤､カセ薬､健胃剤など)の探検外しという新たな患者負担の

拡大が狙われている

姐願望隈題
難病連

☆私たちの住んでいる地域の医療･地域の福祉

地域の活動を日

☆難病患者･障害者･高齢者が

安心して暮らせる社会を日

tis Kなんれん　　　さ い　は　く

編集/朗北海道難病連稚内支部
編集人/野滞厚子
昭和48年1月13日第3種郵便物認可

月′Du発行 観望

(N)

発行人/北海道身体障害者
畑体定期fll指物協会

細川久美子
｣幌市中央区北9条西19丁目
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